
文化遺産総合活用推進事業 実施計画

 1 都道府県・市区町村名 千葉県鴨川市  2 補助事業の種類 地域文化遺産活性化

 3 実施計画の名称 鴨川市の文化遺産を活かした地域活性化事業

 4 実施計画期間 平成 28 年度 ～ 平成 29 年度

 5 実施計画の概要

 6 実施体制

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

事業概要：

 8 補助事業の概要 （1）補助金額 ～平成28年度交付決定額： 23,394 千円 平成29年度申請額： 2,811 千円

鴨川市においては、第３次五ヶ年計画（平成２８年度～３２年度）中に、『鴨川市文化財保存活用計画』（仮称・
第４次五ヶ年計画において策定予定）の策定に向けた準備作業を進める予定であり、市内の文化財の現状及び市民
の意識を把握するとともに、文化財保護意識の高揚に向けた取り組みを推し進めることが求められている。そうし
た現状を踏まえ、また、鴨川市観光基本計画に基づき、本市の重要な産業である観光面での活用を視野に入れて、
地域の伝統行事と無形民俗文化財の保存団体等との連携を図る目的を兼ねて、民俗芸能フェスティバルを開催す
る。さらに、地域の伝統芸能の継承を支援する目的で、市内の無形民俗文化財に使用する用具の改修を実施する。

本事業の実施にあたっては、鴨川市が全体計画の策定、調整、事業の指導を行う。主な担当課と役割は以下のとお
り。教育委員会生涯学習課文化振興室：文化財、文化遺産の取り扱いに関する指導・調整

観光課：観光業務に関する連携等
また、補助事業は次の団体が実施する。
鴨川市の文化遺産を活かした地域活性化事業実行委員会（委員長：末吉一夫）
構成団体（一般社団法人・波の伊八鴨川まちづくり塾、大山寺の修復を目指す会、鴨川市ガイド協会、和泉の三

役保存会、北風原羯鼓舞保存会、細野祭典保存会、平塚神楽保存会、鴨川市教育委員会）

事業概要：

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

 12 担当部局

地方公共団体
担当部局課

鴨川市教育委員会生涯学習課文化振興室

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

本計画に基づく事業の実施により、本市固有の伝統文化に対する市民の関心や意識が向上し、地域の文化遺産の
保存と、次世代への確実な継承とともに、地域の活性化が期待できる。また、行政と民間団体、文化財所有者や保
護団体による連携・協力体制の構築に寄与することができる。

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

様式１－１
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7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の祭礼行事等への入込客数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１：
鴨川市を代表する農耕神事である「吉保八幡のやぶさ
め（千葉県指定無形民俗文化財）」の見学者の人数

関連事業:
古典の日制定記念民俗芸能

フェスティバル

年度 1,000 人

設定根拠１： 平成２８年開催時の参加者・入場者８００人の２５％（２００人）増

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

目標値１： 平成 28 年度 800 人 ⇒ 平成 29

人 人

評価指標区分２： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 細野祭典保存会の会員数 関連事業: 細野神楽獅子舞の用具整備

目標値２： 平成 28 年度 11 人 ⇒ 平成 29 年度 14 人

設定根拠２： 現在の会員数１１人から３人の増員

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標区分３： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分３： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

人 人人 人 人

具体的な指標３： 平塚神楽獅子舞保存会の会員数の増加 関連事業: 平塚神楽獅子舞の用具整備

目標値３： 平成 28 年度 12 （単位） ⇒ 平成 29 年度 15 人

設定根拠３： 現在の会員数１２人から３人の増員

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

（単位） （単位）（単位） （単位） （単位）

様式１－１別紙①



平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30
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 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 古典の日制定記念民俗芸能フェスティバル 実施団体：
鴨川市の文化遺産を活かした地域活性化
事業実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 28 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：
指定・未指定にかかわらず、鴨川市内に古くから継承されている民俗芸能を、ひろく市の内外に
公開し、交流の機会を設け、市民の文化財保護に対する意識の涵養に努めることを目的として
フェスティバルを開催する。市内の６～７団体の出演を予定。

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： フェスティバルに出演する各団体の会員数の増加

目標値： 平成 28 年度 113（７団体） 人 ⇒ 平成 29 年度 125（7団体） 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業②： 細野神楽獅子舞の用具整備 実施団体：
鴨川市の文化遺産を活かした地域活性化
事業実行委員会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：
鴨川市細野区で、古くから継承されている神楽獅子舞に用いる獅子頭と楽太鼓用輪台（いずれも
細野祭典保存会所有）の塗り替え及び修理事業を実施する。同時に後継者養成にも取り組み、練
習を公開し、文化財保護意識の高揚と会員の増加に努める。

年度

人 人 人 人 人 人

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 細野区祭典保存会の会員数の推移

目標値： 平成 28 年度 11 人 ⇒ 平成 29 年度 14 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

事業③： 平塚神楽獅子舞の用具整備 実施団体：
鴨川市の文化遺産を活かした地域活性化
事業実行委員会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 29 年度 ～ 平成 29 年度

事業概要：
鴨川市平塚区で、古くから継承されている神楽獅子舞に用いる雨太鼓（平塚神楽保存会所有）の
革の張り替え及び修理事業を実施する。同時に後継者養成にも取り組み、練習を公開し、文化財
保護意識の高揚と会員の増加を目指す。

年度

人 人 人 人 人 人

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 平塚神楽保存会の会員数の推移

目標値： 平成 28 年度 12 人 ⇒ 平成 29 年度 15 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度

人 人 人 人 人 人

様式１－１別紙②


